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ユーザー画面の設定

前ロールを利用する

このボタンをクリックすると
①の画面に戻る。

①

 をクリックすると②の画面になる。 ②の画面

YouTube動画を送らなければ②のままで良い。

このあたりをクリック
すると、左上の三マー
クが出る。

③ ④

③三マークをクリックして、④YouTube→レイアウト→横並び配置とする。
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YouTubeパネル設定

前ロールを利用する
YouTube動画のIDを書き込む

このボタンをクリックして操作
担当になる。（一人だけ）

動画の再生ボタンを押すと「User」の画面で動画が再生される。
音声があると、次ページ以下の設定で字幕として表示。

音声入力をクリック
しておく

音声入力で、文章末に「。」
を入れる設定にします
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YouTubeと字幕を横並びとしたユーザー画面

話しと話しの間隔が短いと、字幕に変換後句読点が付く時と付かない時があります。
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ユーザー画面に、動画の音声を字幕として表示する
（Windows10やWindows11で実施しよう）

Windowsでは「VB-CABLE-ドライバー（バーチャルケーブル）」を設定
して、YouTubeの音声を認識させ、字幕として表示させる。

VB-CABLE-ドライバーのダウンロード
https://vb-audio.com/Cable/index.htm

これをダウンロード 現在は無料

こちらはMAC版です

https://vb-audio.com/Cable/index.htm
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VBCable_Driverの設定 vb-audio.com

4．再起動する。これでインストールが完了

再起動時、Webページが開きますが、何もせず「×」をクリックして閉じて
再起動を実施して下さい。大丈夫です。これで準備終了。

1．解凍したファイル内の「VBCABLE_Setup_64.exe」 を右クリックして「管理者と
して実行」とします。32ビット版は下記の通り。

2．管理者として実行

3．表示された上図の「Install Driver」をクリックして実行

32-bitのWindowsの場合はこちら

64-bitのWindowsの場合はこちら

https://vb-audio.com/Cable/
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VBCable_Driverを使ったYouTube音声認識の設定

1．Windows10でVB-CABLEを使う方法

スタート＞設定＞システム＞サウンドを選択 各プルダウンメニューから

再生：CABLE Input 録音：CABLE Output     を選択設定

2．Windows11でVB-CABLEを使う方法

スタート＞設定＞システム＞サウンドを選択 表示されたデバイスから

出力：CABLE Input 入力：CABLE Output     をチェック

Windows10、Windows11ともに音声に反応していますが、音は聞こえません。

音が聞こえないと、音声認識もできませんので、「コントロールパネル」でサウ

ンドを設定します。



8

１．Windows10でVB-CABLEを使う方法

再生・録音共に規定のデバイスとする
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2．Windows11でVB-CABLEを使う方法

出力・入力共にCABLE部分にチェックを入れる

マイクを選択すると、音声認識は可
能ですが、音声が二重になります。
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VBCable_Driverから音を出す １

1．Windows10でVB-CABLEから音を出す方法

スタート＞設定＞Windowsシステムツール＞コントロールパネルを開く

2．Windows11でVB-CABLEから音を出す方法

スタート＞設定＞全てのアプリ＞Windowsツール＞コントロールパネル

コントロールパネルが表示されたら、Windows10、Windows11ともに、

「ハードウェアとサウンド」を選択して次のページのように設定します。
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VBCable_Driverから音を出す ２

サウンドの中のオーディオデバイスの管理を選択します。
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VBCable_Driverから音を出す ３

右クリックして「プロパティ」を選択

ここにチェック

スピーカーを選択

これでYouTubeの音声認識ができます。

音声認識で誤変換が多い、進まなくなった
時は、TouTube内の音量スライダーで50％
程度の出力にすると解決します。

このページの設定
が終わったら、詳
細をクリックして
次のページへ



VBCable_Driverから音を出す ４

CABLE Outputのサンプルレートと
ビットの深さの設定

同様にCABLE Inputのサンプル
レートとビットの深さの設定

前ページまでの設定で音が出ない、音声認識ができない場合は、
Input、Outputともにサンプルレートとビットの深さの設定をしてください

ここまでの設定で、CaptiOnline４などを使用して、音声データから直接文字起こしも可能です。



captiOnlineの著作権は開発者 若月大輔にあります

VB-CABLEの著作権はV.Burelにあります

Windows はMicrosoftの登録商標です
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